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阪神都市圏高速道路の機能強化【阪神都市圏の競争力強化】

関⻄がわが国の成⻑をけん引する東⻄⼆極の⼀翼を担い、世界的な地域間競争を
勝ち抜くためには、関⻄イノベーション国際戦略総合特区の推進など都市経営の観点から、
空港・港湾や産業政策等と連携し、⾼速道路機能の有効活⽤・充実強化することが不可⽋

○ 料⾦体系⼀元化等、利⽤者の視点に
⽴った料⾦体系の構築

○ 料⾦収⼊によるミッシングリンク整備、
適切な維持管理、⼤規模更新

○ 受益者負担に基づく償還ｽｷｰﾑ⾒直し

けいはんな
学研都市地区

大阪駅周辺地区

夢洲・咲洲
地区

神戸医療産業
都市地区

関西国際空港
地区

北大阪・彩都地区

国際戦略総合特区

阪神港地区

地域の責任と判断による一体的な運営

⼤阪都市再⽣環状道路の⼀部、
国土軸とベイベリアを直結

*H22.4 阪神都市圏５団体により、
「都市圏⾼速道路等の⼀体的運営構想」を提案

国土軸とベイベリアを直結

ベイベリア軸を強化
※

※

※

都市再⽣環状道路

■阪神都市圏⾼速道路の課題
○ 複数の運営主体と料⾦体系が混在し、
利⽤しにくく、ネットワークが有効活⽤されず

○ ・国土軸 ・ベイエリア、空港
・産業、物流拠点 を相互に連絡する
ネットワークにミッシングリンク※が存在

○ 膨⼤な橋梁等の維持管理、更新
(例) ・阪高254㎞のうち、高架部82％、地下部10％

・うち126㎞が、供用から30年以上経過
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阪神都市圏高速道路の利用しやすい料金体系

■現状と課題

○ H24.1阪神⾼速対距離料⾦化・料⾦圏撤廃されたものの、
なお、阪神高速・NEXCO・道路公社等、複数の運営主体と料⾦体系が混在

○ 会社間を乗継ぐと割高になり、割安となる都心経由に交通が集中

○ 料⾦施策による物流効率化、渋滞緩和や沿道環境対策

○ 外側の環状道路へ交通を誘導
○ 物流・渋滞・環境対策等の政策的料⾦
（例）・阪神港（国際コンテナ戦略港湾）

一元化支援
・空港、港湾利⽤⽀援
・物流コスト低減
・⼀般道から⾼速道路への利⽤転換
（渋滞、環境対策【国道43号、⻄⼤阪線等】）

⾼速道路ネットワークが有効活⽤されず

都市圏⾼速道路の料⾦体系を⼀元化※

周
辺
環
状
道
路
の
活
用

流入抑制エリア

阪神港

〜都市圏全域で対距離料⾦〜

（※ ⾞種区分を含む）

政策的課題への対応
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償還スキームの見直し（阪神都市圏高速道路）

○高水準サービス(速達性・定時性等)を提供する⾼速道路の維持管理・⼤規模更新費、
整備費は、受益者負担の原則、世代間の負担のバランスの観点から、料⾦徴収期間を延⻑し、
その収入により賄うべき。
○あわせて、現⾏の料⾦体系を利⽤者の視点に⽴ったものに⾒直し、その財源も、
受益者負担の原則のもと、償還期間延⻑による料⾦収⼊により賄うべき。

現行料金水準

新料金水準

（無料）

Ｈ６２

通常の維持管理・修繕

建設債務の償還

⇒構造物の耐用年数や
料金水準等を考慮し、
償還期間を延長

大規模更新、ﾐｯｼﾝｸﾞﾘﾝｸ整備等を追加

（年）

（費用）
（料金）

■償還スキーム⾒直しのイメージ図

維持管理有料

■法制度⾒直し
○道路整備特別措置法
○(独)⽇本⾼速道路保有・債務返済機構法
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